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2017-2018年 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 

共同利用・共同研究課題（外国人客員共同研究型）公募要項 
 
 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（以下、AA研）では、「アジア・アフリカの言語文化に関す

る国際的研究拠点」の活動の一環として、2017年から2018年の間、外国人（客員）研究員がAA研に一定期間

滞在して、所員とともに行う共同利用・共同研究課題を公募いたします。 
 
1. 共同利用・共同研究課題の要件 

1) 外国人研究者が、2017 年から 2018 年の間、AA 研に一定期間滞在して、所員１名以上と行う共同利用・

共同研究課題であること。 
2) （日本を除く）アジア・アフリカ地域と関連する内容であること。 
3) 言語学、文化人類学、歴史学、地域研究の分野であること。 
4) 研究課題終了後に、論文を執筆するなどの形で共同研究の成果を公開すること。 
 

2. 応募者の要件 
応募者は、以下のすべての要件を満たすこととします。 
1) 原則として日本国外の学術研究機関に在職する外国籍の常勤研究者であること。（但し、日本国籍の方でも、

日本国外の学術研究機関において概ね 10 年以上にわたり、原則として常勤研究者として活動している方

は応募可能。） 
2) 客員教授又は客員准教授としての研究上の能力を有する研究者であること。 
3) 研究遂行上、健康状態に問題がないこと。 

 
3. 募集件数 

5件程度 
 
4. 研究期間 
研究期間は、4か月以上11か月以内とします。採用者は、研究期間中は、外国人研究員としてAA研に滞在す

るものとし、2017年9月から2018年3月までの7か月間を第1タームとし、2018年4月から7月までの4か

月間を第2タームとします。応募に際しては、①第1タームのみ、②第2タームのみ、③第1ターム及び第2タ

ーム連続の別により申請してください。なお、①または③の場合にあっては、研究に必要な4か月以上の期間を

明記してください。 
 
5. 外国人（客員）研究員としての雇用要件及び待遇 

1) 東京外国語大学の規定に基づき、給与を支給します。（申請者は給与を受給する資格があるか、勤務校や居

住国へ申請前に確認すること。） 
2) 研究室を貸与するとともに、本研究所の施設・設備を利用することができます。宿舎については、本学の

国際交流会館を貸与します。（家族同伴で滞在する場合は、申請時に共同研究者の所員を通じてAA研事務

室に連絡すること。） 
3) 雇用期間中は、社会保険制度が適用されます。 
4) 規定に基づき、赴任及び帰国旅費を支給いたします。なお、家族を同伴される場合、家族にかかる旅費は

支給されません。 
5) 滞在期間中に、当該共同研究に関する口頭発表及び研究成果報告書の提出が求められます。 
6) 滞在期間中は、AA 研を拠点として研究を行うこととします。海外出張・海外研修は国際研究集会で発

表する場合に限り、その他の海外渡航については、「国立大学法人東京外国語大学職員勤務時間、休暇

等に関する規程」（平成16年規程第53号）の定めるところにより、年次休暇の範囲内で行っていただ

きます。 
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6. 申請方法 

1) 事前協議 
応募にあたっては、ご自身と一緒に共同研究をおこなう所員と研究計画について十分な協議を行ったう

えで、その所員を共同研究者として応募書類に明記してください。本研究所所属の所員とそれぞれの専門

領域については、別紙を参照してください。 
2) 応募書類 

以下の書類を揃え2016年11月30日（必着）までに、AA研事務室に原本を提出してください。応募書

類は、英語ないし日本語で記載してください。応募書類は返却いたしません。 
① 申請書、履歴書及び職歴書（所定の様式） 
② 研究業績リスト（様式自由）及び主要業績3点（論文の写しでも可） 
③ 共同研究の企画書（概要、研究の背景、期待される研究成果を必ず含み、A4 判 3 枚以内。なお、審査

にあたっては共同研究参加者との共著書・共著論文執筆の計画が重視されます。） 
④ 所属機関長または所属機関の部局長からの応募に関する同意書（所属機関のレターヘッド用紙により作

成してください。） 
 
7. 選考結果の通知 

2017年3月下旬までに、申請者に通知いたします。 
 
8. 問い合わせ先 
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所事務室（AA研事務室） 
〒183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1 
e-mail: kenkyu-zenkoku@tufs.ac.jp 
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別紙 
 
 
教 授 
 

飯塚正人：イスラーム学、中東地域研究 
小田淳一：計量文献学 
河合香吏：人類学、東アフリカ牧畜民研究 
栗原浩英：ヴェトナム現代史 
黒木英充：中東地域研究、東アラブ近代史 
近藤信彰：イラン近代史 
澤田英夫：ビルマ系少数言語の記述、東南アジ

ア大陸部インド系文字の体系 
芝野耕司：マルチメディアデータベース、多言

語情報処理、CALL 
高島 淳：言語情報処理、宗教学・インド宗教 
史（ヒンドゥー教） 

 

床呂郁哉：東南アジア島嶼部の人類学 
中山俊秀：ワカシュ諸言語（北米北西海岸）形

態・統語論、言語類型論 
西井凉子：東南アジア大陸部の人類学 
深澤秀夫：マダガスカルを中心とするインド洋

海域世界の社会人類学的研究 
星  泉：チベット文化圏の言語学 
峰岸真琴：タイ語学、東南アジア諸言語、オー

ストロアジア語族 
渡辺 己：セイリッシュ語 
 
 

准教授 
 

荒川慎太郎：西夏語学、西夏語文献学 
石川博樹：アフリカの歴史 
伊藤智ゆき：音韻論、中期朝鮮語、中国語中

古音 
太田信宏：南アジアの歴史 
苅谷康太：西アフリカ・イスラーム地域研究 
呉人徳司：言語学、チュクチ語 
椎野若菜：社会人類学、東アフリカ民族誌 
塩原朝子：言語学、インドネシア諸言語の記

述的研究 
陶安あんど：中国法制史と法社会学 

髙松洋一：オスマン朝史、古文書学、アーカ

イブズ学 
外川昌彦：南アジアの人類学、インド・バン

グラデシュ研究 
錦田愛子：イスラエル・パレスチナ紛争、中

東地域研究、難民研究 
野田 仁：中央アジア地域研究 
山越康裕：言語学（ブリヤート語など北方に

分布するモンゴル諸語：内陸アジア）  
品川大輔：言語学（バントゥ諸語記述言語学） 

  
助教 

児倉徳和：言語学（シベ語：東アジア） 
佐久間寛：人類学（西アフリカ社会） 

吉田ゆか子：文化人類学、東南アジア地域研究 

 


